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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
全体のデザインテンプレート、レイアウトを統一、調整。�先生と助手キャラクターの紹介。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【映像１　55:00から】
※ナレーターと簡単なアニメーションで説明
「ここからはエネルギーの細かい話になります。しっかり基礎を学びましょう。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
※ナレーターと簡単なアニメーションで説明

　すべての物質は原子から成り立っています。例えば、水は酸素原子1つと水素原子2つでできていますし、金属の鉄は鉄の原子が集まったものです。原子はこれ以上分けることができないと思われていましたが、20世紀になって科学が発達してくると、原子は中心に原子核とその周りを回る電子からできていること、また、原子核は陽子と中性子から構成されていることが分かってきました。
　陽子はプラス（＋）の電荷を持ち、電子はマイナス（－）の電荷を持っています。中性子は電荷をもっていません。通常、原子は陽子と電子の数が同じですから、原子は電気的にバランスが取れています。原子の大きさは電子が回っている軌道の大きさに相当します。原子及び原子核の大きさ（直径）は、それぞれ、1億分の1cm程度及び1兆分の1cm程度です。小学校の校庭を原子の大きさに見立てますと、原子核は、校庭の真ん中に落ちているパチンコ玉よりも小さな小石に相当します 。
　ウランは、天然に在る原子の中で最も重い原子です。原子の重さは、原子核の中に入っている陽子の数と中性子の数によって決まります。天然に産出するウランは99.3％がウラン238であり、核分裂をするウラン235は約0.7％しか含まれません。
この図において、ウラン235を例にとって説明すると、陽子数92と中性子数143を加算したものが、質量数235となります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
※ナレーターと簡単なアニメーションで説明
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
※ナレーターと簡単なアニメーションで説明
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Tu=1.66X1024¢g [Tu = (12g/6.02X%X 1023) /12]
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「難しくなってきましたね。先生のまとめを聞いてみましょう。」
ここからは先生がまとめながら説明。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
※ここは先生が説明
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
※ここは先生が説明
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
※ここは先生が説明
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
※ここは先生が説明
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
※まとめとテスト問題へ
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